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第 3 章. ソーシャルキャピタル毀損事例の収集 
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【研究の要旨】 

 ソーシャルキャピタルの醸成に関する要因を検討するにあたっては、良好な事例の収集

だけはなく、良好な事例と比較をするための対照、つまり毀損された事例の検討も有用で

あると考えられる。ただし、郵送等での質問紙調査では得られにくい情報であるので、(1)

先行文献の調査、(2)研究者の知りうる範囲での事例の検索（例えば、市町村合併等に際し

て、活発だった組織活動が停滞もしくは解散等にいたった事例）、(3)岡山県内各市町村担

当者への事例提供依頼を行った。 

 (1)23 編の論文がヒットしたが、16 編は関係の無い内容であり、6 編はメカニズムとし

てソーシャルキャピタル（SC）の毀損について言及されるに留まった。1 編については、

職場の安全文化の毀損を SC、特に信頼との関係で論じた内容であった。(2)いくつかの事

例についてのヒアリングまでは実施できたものの、いずれの事例においても報告書への詳

細の記述については了承が得られなかった。(3)回答しやすくなるよう、事前に研究班内で

も質問文、回答様式については十分な検討を行ったが、回答は得られなかった。 

 SC の毀損事例を収集することは、容易ではないことが分かった。したがって、少なくと

も本課題については、事例集のような「お手軽」なものから学ぶことは期待しにくい。つ

まり、結論としては、ソーシャルキャピタルを活用した保健活動を企画するにあたっては、

自らの手でソーシャルキャピタルが失われた事例についても、相応にリサーチすることが

重要であるということになろう。 

 

A.研究の目的 

 ソーシャルキャピタル（以下、SC）はヘル

スプロモーション事業が健康や生活にもたら

す効果を強化したり、事業自体を評価したり

する際に活用可能な理論基盤である。しかし、

SC と健康との関連についての研究成果を地

域保健事業にどのように還元・活用できるの

か、或いはどのように SC を醸成することがで

きるかについての方法論が明確でない。本分

担研究では、具体的な SC の活用方法を提示す

るために収集した良好実践事例の中でも、ソ

ーシャルキャピタルを十分に活用できなかっ

た事例を十分に活用できた事例と比較するこ

とで、地域保健事業における活用方法および

SC 醸成方法について考察してきた。 

 さらにソーシャルキャピタルの醸成に関す

る要因を検討するにあたっては、良好な事例

の収集だけはなく、良好な事例と比較をする

ための対照、つまり毀損された事例の検討も

有用であると考えられ、最終年度は毀損事例

の収集を行った。ただし、郵送等での質問紙

調査では得られにくい情報であるので、まず
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は市町村合併等に際して、活発だった組織活

動が停滞もしくは解散等にいたった事例につ

いて検索した。 

 

B.研究方法 

（１）文献による検索 

 PubMED にて、検索ワードとして、”social 

capital”＆”erosion”にて検索した（2015

年 4 月 21 日時点に最終確認）。 

（２）事例にもとづく検索 

 市町村合併等に際して、活発だった組織活

動が停滞もしくは解散等にいたった事例等に

ついて、研究代表者・分担研究者・研究協力

者等の知りうる範囲で、心当たりのある担当

者を経由して事例を検索した。 

（３）質問紙による調査 

 平成 26 年 10 月末に、岡山県市町村振興協

会の協力を得て（総務担当者むけ研修会の機

会を利用）、岡山県内 27 市町村に対して総務

部を経由して担当部局へ「毀損された」事例

への情報提供を依頼した。 

 

C.研究結果 

（１）23 編の論文がヒットした。しかし、タ

イトルおよびアブストラクトを確認したとこ

ろ、16 編については SC の毀損事例とは全く

関係の無い内容であった。残る 7 編のうち、6

編については、曝露（例えば、所得格差）と

アウトカム（例えば、健康）との関係に介在

する考えられるメカニズムの一つとして、SC

の毀損について言及されるに留まり、特に SC

の毀損にかかる具体的な事例の紹介はなかっ

た。1 編については、職場の安全文化の毀損

を SC、特に信頼との関係で論じた内容であり、

まったく参考にならないわけではなかったが、

概念的な内容であり、少なくとも現場実務の

助けとしては期待に沿う内容ではなかった。

文献検索上は、有用な事例を見つけることは

出来なかった。 

（２）いくつかの事例についてのヒアリング

までは実施できたものの、いずれの事例にお

いても報告書への詳細の記述については了承

が得られなかった。 

（３）回答しやすくなるよう、事前に研究班

内でも質問文、回答様式については十分な検

討を行ったが、回答は得られなかった。 

 

D.考察 

 事例の収集には取り組んでみたものの、「事

例集」としてはまとめることができなかった。

ヒアリングには応じてもらえたものの、企業

と異なり責任者が曖昧であることもあって、

記録として残すことには了承が得られなかっ

たからである。考えてみれば、理解できる面

もある。例えば、市町村合併等に伴い、同名

称の異なる地域の組織も合併されることにな

った。一方の地域では活発であったが、他方

の地域ではほぼ休眠状態であったというよう

な場合、「消滅」、「（活発な地域の水準よりも）

衰退」、「活発化（良好実践事例）」という三つ

の結末が考えられる。消滅してしまった場合

には、そもそも関係者にあたるのが難しく、

衰退した場合には、活発だった地域の関係者

にヒアリングをしても、合併した相手の組織

の構成員に対する不満が中心となってしまう

こともある。 

 一般的に言えば、良好実践例から学ぼうと

するのが通常かもしれないが、それでもなお

失敗例、つまり、SC が損なわれてしまった事

例から学べることも少なくない。領域は異な

るものの、日経ビジネス誌においては「敗軍

の将、兵を語る」と題して、企業の不祥事や

経営悪化などで引責辞任した元トップの失敗

談を紹介するコーナーは、なんと 30 年以上に
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も及ぶ長寿企画だそうであるから、失敗例に

も大きなヒントがある可能性も期待できる。 

 いくつかの典型的パターンがあるが、①資

金ショート、②派閥争いの負けた、③本業以

外（フィランソロピー活動など）に精を出し

すぎた、といったものについては保健活動に

おける組織運営においても十分に参考になろ

う。①行政からの補助金が打ち切られるタイ

ミングで、活動が衰退してしまうケースは少

なくないだろう。②キーパーソンがいるのは、

組織運営上メリットも少なくないが、二人の

キーパーソンが存在してしまうと、行政から

の連絡窓口も、「こちらに連絡すること」、と

いった注意書きが付される程度から、組織そ

のものを空中分解させてしまうこともあろう。

③少し企業の事例とは異なるかもしれないが、

保健事業でイメージする組織の場合は、「地域

コミュニティ」への貢献が一定の程度で期待

されている側面は否定できず、組織そのもの

の維持を本業、貢献を次なる目的と考えると、

良い意味で一定の割合のフリーライダーを許

容することも中期的には組織維持（本業）を

支える要因になり得る。より具体的に言えば、

「主体的に参加しないメンバー」に対して、

排他的過ぎると、結局、十分に貢献できない

ことを自省するメンバーが離れていくことで、

組織が衰退することになりかねない場合もあ

る（短期的には貢献がないメンバーでも、許

容的に受け入れておくことで、何かの折に立

場が変わるようなことも、ボランティア的な

組織において十分にありえる場面である。キ

ーパーソンが何らかの理由で組織運営に貢献

しがたくなったとき、それまで特に目立たな

かったメンバーが窮地を救ってくれるなど）。 

 ソーシャルキャピタルの類型（結束型と橋

渡し型）の視点からは、ソーシャ・キャピタ

ルが衰退することが、イコール全面的に回避

すべき問題とは限らず、逆にそこにチャンス

を見出すこともできる。つまり、強すぎる結

束型ソーシャルキャピタルは、むしろ健康を

害する側面もある（ソーシャルキャピタルの

ダークサイド）との指摘があり 1)、わが国に

照らしてみても、特に強制的に集められた組

織にあっては「いじめ」のような問題が発生

しやすいことからも容易に理解できよう。具

体的に言えば、農村のような従来閉鎖的であ

って、比較的結束型ソーシャルキャピタルが

高かったと想定される地域において、SNS

（social networking service）等を活かし、

関心は共有するが人種や社会階層などが異な

る人間同士のつながりを強化する（橋渡し型

ソーシャルキャピタルの醸成）ことで、総体

としては、良いコミュニティを生み出しうる

（維持しうる）ことがある（岡山県勝央町で

ブドウ農家を営むアリ・ソイル氏の講演に対

するシンポジウム内での討議内容）2)。 

 ロバート・パットナムの Bowling Alone（邦

題；「孤独なボーリング−米国コミュニティの

崩壊と再生」3）を引用するまでもなく、多く

の人の実感として、私たちの身の回りでは根

源的にソーシャルキャピタルは少しずつであ

れ、失われていると感じる場面の方が多い。

醸成よりも維持を目指すことになる場合、や

はりこうした「失われた事例」との対比にお

いて学ぶべきことは多いはずである。 

 

E.結論 

 SC の毀損事例を収集することは、容易では

ないことが分かった。したがって、少なくと

も本課題については、事例集のような「お手

軽」なものから学ぶことは期待しにくい。つ

まり、結論としては、ソーシャルキャピタル

を活用した保健活動を企画するにあたっては、

自らの手でソーシャルキャピタルが失われた
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事例についても、相応にリサーチすることが

重要であるということになろう。 

 

F.健康危険情報 

 該当なし 
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